
6.6　1次不等式の解法



　実数を表す変数 x に関する不等式が次の何れかの形に整理できるとき，そ

の方程式を x に関する 1 次不等式という：

ax+ b < 0 , ax+ b ≤ 0 , ax+ b > 0 , ax+ b ≥ 0 ;

ここで a, b は実数を表す定数で a 6= 0 ．1 次不等式は前節の定理 6.5を用い

て解ける．



例 変数 x に関する 1 次不等式 5x− 7 < 2x+5 を解く．
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　定理 6.5として述べたように，実数 c について c < 0 のとき，実数 a, b に

ついて，
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つまり次のことに注意すること：不等式について，

両辺に負の数を掛けるとか両辺を負の数で割ると不等号の向きが逆になる．
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